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Ⅰ　はじめに
　近年，聴覚障害児への人工内耳手術の適応は，その
効果が認められて，低年齢化が進み，２歳前後で人工
内耳の手術を行うケースが増えている。小児人工内耳
は，手術をしてから子どもが自分で言葉を獲得しはじ
めるまでハビリテーションが必要であり，高い装用効
果が期待できる。言語発達の程度に個人差はあるもの
の聴覚を活用して音声でコミュニケーションが可能と
なることから今後，装用へのニーズは高くなることが
推測される。
　稲荷ら（2003）は，全国の聾学校の人工内耳装用児
の実態を調査し，人工内耳装用児数は年々増加の傾向
にあり，特に幼稚部が顕著であり，聾学校から通常の
学校に入学していく例が圧倒的に多い，としている。
日本学校保健会（2004）が補聴器・人工内耳を装用し
ている児童生徒の在籍状況や実態などの全国調査を
行っている。それによると装用児の97％は，ほぼ一日
中，人工内耳を使っており，コミュニケーション方法
は，学校でも家庭でも半数以上の子どもが音声により
コミュニケ－ションを行っている。子どもたちが重度
の難聴であることを考えると，人工内耳の効果は相当
大きいとし，人工内耳に対する保護者の評価や期待は
高く，病院，リハビリテーションの施設，学校に対す
る要望は多い，とする。
　このように人工内耳を装用している児童生徒の学校
生活ついて，保護者や教師に調査は実施されている
が，児童，保護者，担任に面接し，通常学校の生活場
面の実態を事例的に考察しようとする試みは数少ない。

通常学校の担当者の中には聴覚障害や人工内耳に関す
る理解が少なく，小・中学校の担当者に，これまで聾
学校で培われてきた聴覚障害児教育のノウハウの支援
が必要である。
　水田ら（2007）は，人工内耳を装用して小学校に在
籍している児童４名を対象に人工内耳の聞こえや学校
生活の聞こえについて面接調査を行った。
　本研究は，水田ら（2007）の研究を更に深めるため
に，人工内耳を装用している子どもの学校生活での様
子を本人と保護者に面接し，学校生活での聞こえやコ
ミュニケーションの様子を子どもの担任に聞き取り調
査を行った。ここでは学校生活や学習における支援や
配慮について検討した結果を述べる。

Ⅱ　方法
（１）対象
　聾学校乳幼児教育相談や幼稚部の段階で人工内耳の
手術を受け，医療センター，病院，聾学校で訓練や指
導をうけ，現在，小学校通常学級に在籍している児童
４名を対象にした。水田ら（2007）の対象者とは異な
るので，ここにはＥ～Ｈと表した。
　対象児は，通級指導教室の指導，聾学校の通級指
導，ことばの教室の指導を受けており，困ったときは
相談できる体制にある。通級指導やことばの教室の指
導では，自分から積極的に話しかけている。特に補聴
器や人工内耳を使用している児童が数名いる通級指導
教室では，友達とのやりとりも楽しく行われている。

要約　人工内耳を装用している子どもの学校生活の実態について検討した。その結果，人工内耳を装用している子
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表１　対象児の概要

氏名 性別 学年 手術 術後 人工内耳
装用閾値

Ｅ 男 １年 ２：２ ５：２ 35dB

Ｆ 女 １年 ２：３ ５：０ 35dB

Ｇ 女 １年 ２：６ ４：４ 35dB

Ｈ 女 １年 ２：７ ４：４ 30dB

（２）手続き
　調査は，人工内耳手術後，聾学校で指導をうけ，現
在，小学校の通常学級や通級指導教室に在籍している
児童に面接し，自己評価を求めた。
　対象児に面接し，評価を求めた。 質問項目は，①人
工内耳の聞こえ，②学校生活の聞こえについてであ
る。
　保護者に面接をして評価を求めた。質問項目は，
①人工内耳の装用，②人工内耳の聞こえ，③家庭生活
の聞こえについてである。５段階のチェックリスト
は，「ほとんど聞こえない」（10％以下），「ときどきわ
かる」（25％），「半分わかる」（50％），「ほとんどわか
る」（75％），「いつもわかる」（100％）とした。
　対象児の担任（担当者）にアンケート調査をし，
①人工内耳の聞こえ，②学校生活の聞こえ，③学校生
活での配慮について評価を求めた。

Ⅲ　結果
（１）人工内耳の聞こえ
　今回調査した対象児４名は，一日中人工内耳を使用
し，音声によりコミュニケーションを行い，家庭生活
では人工内耳を使って大体コミュニケーションがとれ
る事例である。しかし，人工内耳の聞こえや学校生活
での聞こえにはかなり個人差がみられた。また，文章
が読めて書く力や読解力など言語力には健聴児との開
きがあるように思われた。
　今回調査した子どもは，簡単なコミュニケーション
はできたが，質問に５段階で答えることは難しかった
ため，「聞こえる，わからない，聞こえない」の３段
階の評価でよいと思われた。
　人工内耳の聞こえでは，わからないのは後ろから
名前を呼ばれた時，テレビと電話である。「あ，い，
う，え，お」の聞き分けはほぼできた。聞こえの調査
では，「よく聞こえる」という答えが多かったが，自
分が聞こえないことに気づいていないと思われた。

表２　対象児の就学状況

氏名 在籍学級 通級指導等 指導回数

Ｅ
通常学級 聾学校の通級指導 週１回

１時間

Ｆ 通常学級 なし

Ｇ
通常学級 聾学校の通級指導 週１回

１時間

Ｈ
通常学級 校内の通級指導 週２回

２時間

（２）学校生活の聞こえ
　学校生活場面では，聞こえにくいのは全校朝会，体
育，音楽，校内放送である。先生や友達の話は，話す
人をよく見ていないと理解できないようである。友達
同士の会話の内容は理解できない。先生や友達に話し
かけることは少ない。
　校内放送やテレビの音声についてはほとんど聞き取
れない。先生や周りの友達の手助けがないと情報が
入ってこない。
　面接の調査場面では，学校生活についてのやりとり
が十分できず，学校生活の様子を詳しく聞くことがで
きなかった。

（３）保護者からの人工内耳の聞こえや学校生活の様子
　①　人工内耳の装用
　どの事例も，人工内耳を一日中使用していて，音声
でコミュニケーションしている。母親が「人工内耳を
使って十分コミュニケーションできる」と回答した子
どもでも，小学校でのコミュニケーションは困難にな
りやすい。騒音の中や多人数との会話では，人工内耳
を使っている子どもは聞き取りの力が落ちてしまうか
らである。
　家庭生活では一対一の会話で，子どもをよく知って
いる家族との会話である。おそらく生活に関する具体
的な内容であろう。学校生活では４～５人のグループ
や30人から40人の学級の中で，先生や友だちとの会話
であり，学習やこれまで経験したことのない内容であ
る。聞こえる子どもの中で，聞こえない子どもは，自
由なコミュニケーションを経験できず，わからないま
ま，くわしい説明もうけず，意見もきかれず，決定や
指示だけを知らされる。
　「学校の勉強についていけますか」の質問に，「大
体ついていける」，「半分ついていける」と答えてい
た。これは，予習や復習など家族の理解と協力による
ものである。その結果，テストではある程度の成績が
とれると考えられる。

水田，都築：人工内耳装用児の学校生活の実態に関する一考察（2）
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表３　人工内耳の装用

　　　　　　　対象事項　　　　　　　 Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

人工内耳の使用状況 １日中 １日中 １日中 １日中

コミュニケーション
の方法 音声 音声 音声 音声

人工内耳を使ってコミュニ
ケーションがとれているか はい はい はい はい

授業についていけるか 何とか はい はい 何とか

　②　人工内耳の聞こえ
　事例によって，家庭での人工内耳の聞こえは様々で
ある。 Ｆの保護者は，家庭での音声言語のやりとりで
は，ほとんどわかり，困っている様子は見られない。
これは，生まれたときから子どもと母親は情動的なか
かわりがあり，この情動的なきずなのうえに聞き取り
や言語力を発達させていくため，子どもにわかるコ
ミュニケーションを常に行っていると思われる。
　人工内耳を装用した子どもは，「後ろからふつうの
声で名前を呼ばれると振り向くことが多い」，「静か
な部屋でお母さんの話がわかる」では，ほとんどわ
かる，いつもわかるが多い。「さわがしい場所でお母
さんの話がわかる」でも，「ほとんどわかる，時々わ
かる」と答えているように，子どもは母親の話をよく
聞こうとしている。これは，これまでの母子コミュニ
ケーションの中で，「音や言葉が聞こえたこと」を母
親が表情豊かに子どもに伝えたり，子どもが注意して
聴くように促したりしていたためである。難聴児の母
親は，聞くことや話すことにおいて，なるべく子ども
の近くで，子どもの顔を見て，大きめのはっきりした
声で，少しゆっくりと表情豊かに話しかけている。
　「家族の会話の内容がわかりますか」，「人工内耳を
つけるとテレビの話を聞いただけでわかりますか」，
「電話の話がよくわかりますか」では，「ほとんどわ
かる」，「半分わかる」と答えている。家庭の中では，
わからないまま置き去りにはされていないことが分か
る。母親の話しならよく分かる聴覚障害児は多い。

表４　人工内耳の聞こえ

　　　　　対象事項　　　　　 Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

うしろからふつ
うの声で名前 いつも いつも いつも ほとんど

静かな部屋 ほとんど いつも いつも いつも

さわがしい場所 ほとんど ほとんど 時々 ほとんど

家族の会話 半分 ほとんど 半分 ほとんど

テレビ 時々 ほとんど 半分 ほとんど

電話 半分 ほとんど 半分 半分

　③　家庭生活の聞こえ
　保護者に，家庭生活で困っていることや配慮してい
ることを，自由に記入してもらった結果は次のとおり
である。

表５　保護者の意見
　事項

対象　

保護者が家庭生活で困っていることや配慮している
こと

Ｅ 本人に聞く気持ちがあまりなくなっている。言われ
ていることがわかっていないのに，「うん」，「はい」
といって会話を終わらせる。わかりやすく話すよう
にしている。

Ｆ 電池が切れたら聞こえないと知らせる。話したのに分
かっていないことがある。先生の声が小さい。マスク
をしていて言っていることが分からない。学校で分
からない学習を家庭で復習している。ストの成績はよ
い。人工内耳は補聴器よりよく聞こえるし，子どもの
テ発音もよい。なわとびやトランポリンなどをすると
きに落ちやすい。
雨や汗に弱いので気をつけている。

Ｇ お父さんやお母さんの話をよく聞こうとしている。読
話をよく活用している。公文の教室で，ひらがな，た
しざん，かけざんの学習や国語の読解，算数の計算
や文章題の問題をやっている。音楽の勉強では，鍵盤
ハーモニカはできたが，リズムが速いとついていけな
い。国語は助詞の間違いが多い。授業場面では，先生
の質問が分からないことが多い。

Ｈ さわがしい場所では，人工内耳をしている耳元で話す
ようにしている。学校に喜んで登校している。先生の
話を椅子に座って，一生懸命聞こうとしている。算数
の勉強では，たしざんかひきざんかを，丸暗記してい
る。国語の読解がむずかしい。
地域の学校で本当にやっていけるか心配している。

（４）担任（担当者）からの人工内耳の聞こえや学校
　　　生活の様子
　①　人工内耳の聞こえ
　先生が後ろから名前を呼んでもふり向かないことが
多い。家庭では，「後ろからふつうの声で名前を呼ば
れると振り向くことが多い」，「静かな部屋でお母さん
の話がわかる」など，ほとんど問題がないが，学校で
は聞こえないことが多い。ドラム（たいこ），リング
ベル（すず），ホイッスル（ふえ）はほとんどわかっ
ても，担任の先生の話や友達の話は，半分や時々しか
わからないと，担任の先生も問題である，だとしてい
る。
　学校生活では，４～５人のグループや30人から40人
の学級の中でのやりとりで，担任や友だちとの会話で
あり，会話の内容も学習やこれまで経験したことのな
い話題である。
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　②　学校生活の聞こえ
　「静かな教室」では先生の指示が半分くらいわかる
が，「騒がしい場所」では先生の指示がほとんどわか
らない。学校では，体育館や運動場などで大勢の児童
が集団で活動する場面が多く，そのような時は情報保
障がないと，活動内容がまったく理解できない。「グ
ループの話し合い」や「友達の発表や話」は半分くら
いしかわからないであろうと担任は理解している。
「運動場や体育館」での先生の指示は時々わかる，
「校内放送」もわからないことが多い。
　学校生活場面で，よく理解できるのは，学級での算
数・国語の学習場面である。聞こえにくいのは全校朝
会，体育，音楽，児童集会，校内放送である。明らか
に聞こえない場面でも，「聞こえなくても当たり前」
という感覚で，「困っている気配」はみられない。
　③　学校生活での配慮
　担任（担当者）に，学校生活で困っていることや配
慮していることを，自由に記入してもらった結果は次
のとおりである。 

表６　担当者の意見
　 事項
対象 　 担任が困っていることや配慮していること

Ｅ 「聞こえなくて困る」という自覚が乏しいように思
う。聴こえる立場から見ていて，明らかに情報入力不
足と考えられる場面でも，本人は「聞こえなくても
当たり前」という感覚でいるようで，「困っている気
配」をあまりうかがうことが出来ない。通級指導では
一対一での対応ということもあり，特に人工内耳を意
識した配慮はしていない。

Ｆ 朝礼や児童朝会など，大勢の児童が集まる時は，周囲
がさわがしいので聞き取りにくい。体育等屋外での授
業も聞き取りにくい。友だちの発言も聞き取りにく
い。音楽の授業では，メロディーや歌詞がわかりにく
く，合唱や合奏の時リズムがとれず，みんなと合わな
い。大事なことは確認する。また，わからない時には
すぐ知らせてもらい対応するようにしている。座席の
位置は，聞き取りやすく，教室全体の雰囲気が見わた
せる位置にしている。人工内耳をつけている側の耳か
ら声が入るように考慮している。子どもの近くで顔を
見て話している。はっきりした声で，すこしゆっくり
話している。

Ｇ
校内放送の内容が理解できない。まわりの友だちの行
動を見て動くことが多い。子ども同士の簡単な会話は
よくわかるが，うまく伝わらなくてトラブルになりや
すい。プール指導では，かならずそばにいて指示がで
きるようにしている。休み時間や朝会などは，先生の
話がなかなか理解できない。座席を１番前にしてい
る。となりによく理解できて世話のできる子どもにし
ている。学級全体に話した後で，個別に確認している。

できるだけ発言させるようにしている。難聴児につい
ての話題を，できるだけ子どもに話すようにしてい
る。（テレビで難聴の野球選手が話題になっていたの
で紹介した）校外指導などは，しっかりした子どもと
一緒にしたり，よく知っている先生が難聴児につくよ
うにしている。学校行事のボンランティアとして，保
護者に参加してもらうようにしている。将来このまま
小学校でやっていけるか心配である。難聴のことを，
友達に理解してもらうことは難しい。

Ｈ 近くにいって，正面から話をしないと気がついてくれ
ない。教師が呼んでも気づかず，まわりの友達が肩を
たたいて知らせてあげることが多い。一対一で話をす
ると理解できるが，算数の数字を聞き取ることが困難
である。聞き取れないときは，すべてまわりの友達の
動きを見て行動したり，ノートやプリント等も見て写
してくることが多い。学習では，できるだけ個人指導
を多く取り入れて，目の前で口を大きくあけて，ゆっ
くり話すようにしている。聞こえていないと思われる
ときは，紙に書いて文を見せて会話するようにしてい
る。学級の児童に，やさしい気持ちを持って接してあ
げることや，聞こえていないときは，身振りで話して
あげることを説明している。聞き取れる，聞き取れな
いにかかわらず，相手にわかるような発声練習をする
必要があると思われる。小学校の指導には限界がある
のではと思う。

　人工内耳を装用した子どもが学校生活で困っている
ことは，「朝礼や児童集会など，大勢の児童が集まる
ときは騒がしいので聞きとりにくい」，「運動場など屋
外の授業も聞きとりにくい」，「近くに行って正面から
話をしないと気がついてくれない」，「教師が呼んでも
気づかず，周りの友達が肩をたたいて知らせてあげる
ことが多い」，「１対１で話をすると理解できるが，算
数の数字を聞きとることが困難である」，「聞きとれな
いときは，すべて周りの友達の動きを見て行動した
り，ノートやプリントを見てうつしてくるということ
が多い」である。
　人工内耳を使っている子どもヘの配慮として，「大
事なことは確認する」，「人工内耳をつけている側から
声が入るようにしている」，「子どもの近くで顔を見て
話しかけている」，「学習ではできるだけ個別指導を多
く取り入れている」，「聞こえていないと思われるとき
は，紙に書いて文を見せて会話するようにしている」
など，指示が正しく伝わるように配慮して話しかけた
り，板書や視覚教材を活用したりする。
　小学校の担任が「聞きとれる聞きとれないにかか
わらず，相手にわかるような発音練習をする必要が
ある。そのためには，小学校での指導は限界がある
のではと思われる。」と話している。また，ある担任
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は「将来このまま小学校でやっていけるか心配してい
る」し，ある母親は「地域の学校で本当にやっていけ
るのか心配」と述べている。小学校の低学年から高学
年になるにつれて，中学生・高校生になるにつれて，
課題が多いと思われる。

Ⅳ　考察
　今回調査した対象児４名は，一日中人工内耳を使用
し，音声によりコミュニケーションを行い，家庭生活
では人工内耳を使って大体コミュニケーションがとれ
る事例である。しかし，人工内耳の聞こえや学校生活
での聞こえにはかなり個人差がみられた。文章が読め
て書く力や読解力など言語力には健聴児との開きがあ
るように思われた。
（１）人工内耳を装用している児童の学校生活での実
態についての一端を明らかにすることができた。人工
内耳を装用している子どもの家庭生活場面では人工内
耳を使ってよくやりとりできるが，学校生活では聞こ
えない場面や聞こえにくい場面が多い。先生の説明が
よく理解できない場面として，全校朝会や児童集会な
ど多くの子どもが集まる活動や体育や運動会など広い
場所で行われる活動がある。また，放課や校内放送な
ど騒がしい場面では聞き取りにくい。周りにいる先生
や児童の配慮が必要になる。
（２）人工内耳を使っている子どもの学校生活や学習
場面での配慮について検討できた。人工内耳を使って
いる児童の学校生活や学習場面での配慮として，教室
環境や座席の位置，先生の話し方や授業での視覚的教
材の活用など，人工内耳を使用した児童の理解を助け
る工夫が必要である。先生が板書したり，わかりやす
くゆっくりと話しかけたり，わかったかどうかを確認し
ながら進めていくなどの配慮が必要である。
　学校生活や授業において，さまざまな問題を解決し
ていくためには，学級担任や学校全体の教職員が特別
な支援や配慮について理解を深める必要がある。
　対象児は通級指導教室の指導，聾学校の通級指導を
受けており，困ったときは相談できる体制にある。通
級指導では，自分から積極的に話しかけることが多
い。特に補聴器や人工内耳を使用している児童が数名
いる通級指導教室では，友だちとのやりとりも楽しく
行われている。通常の学級で楽しく学校生活を送って
いくためには，学習に対する支援だけでなく，友人と
の友だち関係を築いていくことが大切であり，そのた
めの支援が必要となる。
（３）人工内耳を使っている子どもの学校生活での適
応は，聴取力･発音･言語力など児童の能力と学校での
支援や配慮の程度により，グループに分けられると思
われる。
　言語発達の程度に個人差はあるものの，聾学校では
なく，小学校での学習が可能と判断される言語力を獲

得できた子どもも出てきている。しかし，人工内耳の
装用効果には個人差が大きい。人工内耳によって，よ
り良い聞こえ，発音，そして言語力を得ている子ども
でも，学校生活の場面では，聞こえない場面・聞こえ
にくい場面が多い。静かな場所での聞き取りの良さか
ら，よく聞こえていると見みられてしまうが，騒がし
い場所や多人数との会話では聞き取りが悪くなるため
に，学校生活の中での配慮が必要になる。
（４）今後は，特別支援教育体制の中で，人工内耳装
用児が担任からどのような支援をうけることができる
かが課題である。
　一つ目は，人工内耳を使用している子どもの聞く
力，発音の力，言語力が十分でない人工内耳装用児
を，特別支援教育の中でどのように支援していくかで
ある。病院・訓練機関，学校，家庭が連携して聴覚学
習，発音や話しことば，読み書きの指導等を行わなけ
ればならない。小学校段階では，基本的な会話能力の
うえに，さらに読み書きの学習が行われる。小学校中
学年以降では，学習内容が身の回りの具体的なことか
ら，次第に抽象的な内容が扱われるようになり，使用
することばもそれに応じて難しくなる。それまで，着
実に伸びてきた日本語や学習での伸びが困難になる場
合もでてくる。
　二つ目は，人工内耳装用児の小学校の先生の理解や
協力をどう深めていくかが課題である。人工内耳を
使っている子どもは，学級の友だちの動きを見て行動
していることも多く，よく聞こえて理解して行動して
いるようにみえても，実際には言葉はきちんと聞き取
れず行動だけを模倣していることも多い。小学校の先
生が聞こえていないのに聞こえている，分かっていな
いのに分かっていると思い違いをすることもある。発
音が明瞭な人工内耳装用児は，きれいに話せるために
十分聞こえていると思われやすい。難聴児の特徴をよ
く理解して対応する必要がある。学校生活や授業にお
ける問題点を解決するためには，学級担任や学校の教
職員が特別な支援や配慮について理解を深める必要が
ある。
　三つ目は，人工内耳装用児が低年齢化しているが，
その効果には個人差が大きいことである。一人一人の
人工内耳装用児を小学校入学から中学校卒業まで継続
的にフォローする必要がある。子どもが低学年から高
学年になるにつれて，人工内耳を使っている子どもが
学習や生活をする場合，さまざまな誤解やトラブルが
生じる心配がある。
　以上のように新生児聴覚スクリーニングの普及，専
門の言語聴覚士の養成などにより，人工内耳を使って
小学校・中学校教育を受ける子どもは，今後，急速に
増加していくと思われる。学校は人工内耳装用児への
理解を深め，人工内耳装用児に対する支援体制を整え
ることが必要である。
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